
交通事故自動通報（AACN）実証実験スケジュール

13：00  挨拶（HEM-Net 國松孝次理事長）

13 05 救命救急効果説明13：05 救命救急効果説明

(日本医科大学千葉北総病院 益子邦洋教授)

実験概 説 博敏 事13：20 実験概要説明（HEM-Net 石川博敏理事）

13：35  質疑応答、移動

14：20 実験：実車衝突～救急車到着～ドクター

ヘリ到着～負傷者収容～ヘリ離陸

14：50 終了

（15：30 質疑＆ドクターヘリ・救急車の見学）（ 質疑 ドクタ リ 救急車の見学）
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ＡＡＣＮとは （Advanced Automatic Collision Notification）

交通事故自動通報システム（ＡＣＮ）※を利用し、エアバッグＥＣＵに記録されているＥＤＲ

（Event Data Recorder)の情報をもとに乗員傷害推定結果を通知することにより、救命、

救急、治療への支援を目的とするサービス。

緊急通報

事故車両
ﾃﾚﾏﾃｨｯｸ
ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ

緊急通報119

救急隊 救急病院

警察事故情報・ＥＤＲの衝
突車両ﾃﾞｰﾀを自動送信

事故情報・衝突の厳しさ、
傷害予測結果を電話連絡

自動車会社主体の整備

※ ACN A t ti C lli i N tifi ti （交通事故自動通報システム）

自動車会社主体の整備
医療機関、国、自治体主体の整備赤文字下線：AACNで追加

※ ACN:  Automatic Collision Notification（交通事故自動通報システム）

㈱日本緊急通報ｻｰﾋﾞｽ（HELPNET）：１９９９年よりＡＣＮ開始



イベントデータレコーダ （EDR）とは？

 アバ グ （El i C l U i )の中に搭載

イ ントデ タレコ ダ （EDR）とは？

 エアバッグＥＣＵ（Electronic Control Unit)の中に搭載

され、衝突直前速度や衝突時の速度変化など、衝突され、衝突直前速度や衝突時の速度変化など、衝突

後に事故再現や乗員の傷害予測を行う上で必要な車

両状況を記録できるメモリー機能。



デルタVと重傷リスク（衝突方向別）デ タ 傷リ ク（衝突方向別）
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出典：Champion HR, et al. New tools to reduce deaths and disabilities by improving emergency care: urgency

デルタV (mph)

software, occult injury warnings, and air medical services database; NHTSA Paper Number 05-0191; 2005.



ＡＡＣＮ （Advanced Automatic Collision Notification）、米国の現状

（例：BMW アシスト・アドバンスト E-CALL）

 車両IDナンバー
 衝突の種類 (例、側面衝突)
 速度変化 “デルタV” 速度変化 デルタV

 エアバッグの展開
 シートベルトの状況(前席)  GPSによる事故現場の正確な位置と方位
 前席乗員の状況  直前の走行軌跡

傷害予測アルゴリズム（URGENCY）を使用して、乗員傷害推定結果などを通知
2008年2008年～



傷害推定アルゴリズム（ＡＡＣＮ実証実験）

傷害レベルは、ΔVやシートベルト着用有無等の情報を基に推定します。
今回の実験では、トヨタと米国Wake Forest 医科大学 で共同研究中のアルゴリズム
を使用しますを使用します。

傷害推定ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ衝突（EDR）ﾃﾞ ﾀ

高度な病院へ

の搬送は不要

傷害推定ｱﾙｺ ﾘｽ ﾑ

・どのような傷害を受傷した？
・傷害の厳しさは？
・傷害処置の緊急性は？

衝突（EDR）ﾃ ｰﾀ

1．衝突方向
2．衝突時の速度変化（ΔV）
3．運転席ﾍﾞﾙﾄ着用の有無

搬送先病院
を判断 の搬送は不要傷害処置の緊急性は？

・類似の事故での搬送先は？

高度な病院への

運転席 着用 有無
4．助手席ﾍﾞﾙﾄ着用の有無
5．運転席ｴｱﾊﾞｯｸﾞ展開の有無
6．助手席ｴｱﾊﾞｯｸﾞ展開の有無
7．多重衝突の有無

を判断

搬送が必要
多 衝突 有

【ドクターヘリの出動要請】
EDR：イベントデータレコーダE R イ ントデ タレコ ダ



実施体制

主 催 ： 救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net)

共同研究者： トヨタ自動車（株）共同研究者： トヨタ自動車（株）

協 賛 ： (財）日本自動車研究所（JARI）

後 援 ： (社）日本自動車工業会（JAMA)、

日本自動車輸入組合（JAIA))
協 力 ： つくば市消防本部、

㈱日本緊急通報ｻｰﾋﾞｽ（HELPNET）㈱日本緊急通報ｻ ﾋ ｽ（HELPNET）、

朝日航洋（株） 、（CHS）セントラルヘリコプター

サ ビ 本医科大学千葉北総病院サービス、日本医科大学千葉北総病院

なお、本実験はタカタ財団の助成による研究活動の一環



AACN実証実験の概要

交通事故自動通報装置を装備した車両を用いて衝突実験を行い、衝突からドクター
ヘリ出動による医師の傷病者までの到達時間をAACNを介したものと現行を比較

目的

日本医科大千葉北総病院日本医科大千葉北総病院

HE PNETHE PNETｵ ﾟ ｼ ｾ ﾀｵ ﾟ ｼ ｾ ﾀ

約40km

位置情報 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾃﾞｽｸ

HELPNETHELPNETｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

緊急通報

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ出動要請

JARIJARI つくば市消防本部つくば市消防本部

ｴｱﾊﾞｯｸﾞ展開情報
位置情報送信

トヨタクラウン:50km/h正突
年 月 日 頃

EDRﾃﾞｰﾀ送信

2011年12月20日14:20頃

救急隊出動要請

傷害推定ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ

大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰに表示

約4km



事案ID 20111220140003 サービス種別

通報時刻 2011/12/20 14:00:03 AACN自動通報

乗員情報

運転席

交通事故緊急通報システム
TOYOTA

有 無
会員氏名 救命 太郎

会員カナ氏名 ｷｭｳﾒｲ ﾀﾛｳ

会員電話番号 09012345678 年齢

発信者電話番号 08012345678

登録番号 URS206 1003789 トヨタ マジェスタ ゴ ルド

シートベルト装着状況

運転席

助手席

音声応答

有

有

無

無

有 無SAMPLE登録番号 URS206-1003789 トヨタ マジェスタ ゴールド

ΔＶ =  00 km/h
車両被害状況

音声応答 有 無SAMPLE
ΔＶ =  00 km/hΔＶ =  50 km/h

事故発生位置
ΔＶ =  00 km/h

事故発生位置

搬送先判断（乗員傷害推定結果）

運転席 軽傷 ⇒ その他病院 重傷 ⇒ 救命救急ｾﾝﾀ
漢字住所 茨城県 つくば市 刈間 付近
カナ住所 ｲﾊﾞﾗｷｹﾝ ﾂｸﾊﾞｼ ｶﾘﾏ
緯度/経度 36.0779 / 140.0760

運転席

助手席 軽傷 ⇒ その他病院 重傷 ⇒ 救命救急ｾﾝﾀｰ

軽傷 ⇒ その他病院 重傷 ⇒ 救命救急ｾﾝﾀｰ



AACN実証実験での動線
ﾚｽｷｭｰ車位置③

救急車停止位置③
（ﾍﾘとのﾗﾝﾃﾞﾌﾞｰﾎﾟｲﾝﾄ）

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ救命活動

消防車待機位置
ﾚｽｷ 車位置③

H ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ着陸位置
ﾄ ｸﾀ ﾘ救命活動
撮影、見学ｴﾘｱ ④

ﾍﾘ到着待機
ﾘ到着撮影

機
撮影、見学ｴﾘｱ ③ ﾍﾘ到着撮影、

見学限界線

衝突後の撮影、
見学限界線 ②

救急車位置②

ﾚｽｷｭｰ車位置②

大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ配置場所

救急車位置①

ﾚｽｷｭｰ車位置①衝突実験時、
撮影 見学ｴﾘｱ ①

衝突試験ﾊﾞﾘｱ試験車両

救急車位置①撮影、見学ｴﾘｱ ①



AACN実証実験での動線（衝突試験、救急車救助時）

消防車待機位置

H ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ着陸位置

衝突後の撮影、
見学限界線 ②

大型ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ配置場所

救急車位置①

ﾚｽｷｭｰ車位置①衝突実験時、
撮影 見学ｴﾘｱ ① 救急車位置①撮影、見学ｴﾘｱ ①

試験車両 衝突試験ﾊﾞﾘｱ



AACN実証実験での動線（ﾍﾘ到着待機時）

消防車待機位置

H ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ着陸位置

ﾘ到着撮影
ﾍﾘ到着待機

ﾍﾘ到着撮影、
見学限界線

機
撮影、見学ｴﾘｱ ③

救急車位置②

ﾚｽｷｭｰ車位置②

試験車両 救急車位置①

ﾚｽｷｭｰ車位置①

衝突試験ﾊﾞﾘｱ
試験車両 救急車位置①



AACN実証実験での動線（ﾍﾘの救助時）
ﾚｽｷｭｰ車位置③

救急車停止位置③
（ﾍﾘとのﾗﾝﾃﾞﾌﾞｰﾎﾟｲﾝﾄ）

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ救命活動

消防車待機位置
ﾚｽｷ 車位置③

H ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ着陸位置
ｸﾀ ﾘ救命活動

撮影、見学ｴﾘｱ ④

ﾘ到着撮影ﾍﾘ到着撮影、
見学限界線

試験車両
衝突試験ﾊﾞﾘｱ

試験車両


